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Decent Work 　 働きがいのある人間らしい仕事 

雇用・失業対策の大幅な充実を！
第4回ディーセントワークデー全国で
｢雇用・失業対策の大幅な充実を｣―第4回ディーセントワークデーが12月17日全国33カ所で取り組まれた。　

寒風吹きすさぶ中、上野丸井前で、雇用・失業問題の解決を訴えた。　　　　　　　　　　　　　　

この日は日航の整理解雇許さないとたたかっているキャビンクルーユニオンの組合員や解雇撤回をたたかっている三菱ＵＦＪ銀行のクレジットカード販売員（金融労連）の方が多数参加、自らのチラシと合わせて。ディーセントワークのチラシをまきながら道行く人に訴えた。
冒頭、大黒作治全労連議長が宣伝カーにのぼり、「ＯＥＣＤ加盟国の中でこの10年で雇用者賃金が下がったのは日本だけ。30兆円も下がって購買力が高まるわけがない」と述べ「大企業の内部留保を国内に還流し景気回復をめざそう」と。
日高教の佐古田副委員長が高校生や大学生の就職難が続き、社会に出て働きながら自立していくという当たり前の姿が急速に日本から失われようとしていると指摘。大学生と高校生の就職難は彼らのせいではないと述べ、雇用の回復のため大企業が社会的責任を果たすこと、地方で公務公共の仕事を増やすこと、中小企業の下支えをすることを求めた。国公労連の渡辺政幸中執はＪＡＬの整理解雇を批判するとともに、一昨年暮れの社会保険庁の整理解雇について、解雇されたものの中には懲戒処分歴が全くない200人以上の職員や育児休業中の女性職員、病気休職中の職員が含まれていると告発。年金機構は業務に習熟した職員を大幅に失い、国民の年金権を危うくしていると述べ、支援を訴えた。
続いて宣伝カーに上がったＪＭＩＵの三木書記長も、ＪＡＬや社会保険庁の大量解雇を批判しながら、秋田県の北秋田市では病院規模縮小に伴い医師・看護師全員解雇を打ち出したが市民が立ち上がり、雇用を守れと反対運動が大きく広がっていることを紹介。すべての仲間が安心して働ける社会めざして全力を挙げる決意を述べ、「ぜひ、組合に入り人間らしい仕事の実現のためともに頑張ろうと呼びかけた。
キャビンクルーユニオン（ＣＣＵ）の執行委員、平野千賀子さんがマイクを握り訴え。「経験豊富な客室乗務員やパイロットが削減対象になっている」と報告。1人の犠牲者も出さずにハドソン川に不時着した「ハドソン川の奇跡」では機長は59歳、副操縦士は41歳、客室乗務員もベテランばかりだったと述べ、まさにこの年代を日航は切ろうとしていると批判した。「日航破たんの原因は労働者にはない」として、アメリカに車を買ってもらうために飛行機を何十機も買わされたこと、公租公課の問題や97もの地方空港の建設と赤字路線就航を義務付けられたことなど放漫経営と日本政府の航空政策を例を上げて批判した。また、「今回の整理解雇の発表で職場のモラルが低下している」と述べ、「万一の時の対応に不安が広がっている。日航の安全守る立場からも整理解雇見直しを」と訴えた。
東京三菱ＵＦＪ銀行のクレジットカード販売員400人が突然解雇通告された問題で当該労働者が発言。「半年ごとに契約更新をしてきたが、定年まで働けるものと思っていた。働き始めた時小学校1年生だった娘が今は高校1年生。10年間もこの仕事についてきた。雇用情勢悪化の中で5000億円以上の黒字を出しているトップバンクがこんな常識はずれなことをしてよいのか」と訴えた。



　県内7ヵ所で宣伝　　　　　　　　　　～長野県労連～

12月17日(金)に、雇用・失業対策がテーマで第4回のディーセントワークデー宣伝が行われました。
長野駅前では、高村議長、長野労連（小林事務局次長）、通信労組（朝比奈さん）、菅田副議長がそれぞれ訴え、ポケットティッシュとのセットにしたチラシ600枚がすべて配布できました。
今回は、飯伊地区労連も宣伝カーをつかって市内宣伝を実施。諏訪労連では、第4回ディーセントワーク宣伝を岡谷市・アピタ前で、3人が参加して230枚のチラシと労働相談ティッシュを配りました。「寒いのに大変ですね、温かいものでも飲んで」と500円のカンパを戴きました。「菅さんは法人税の減税で雇用をと言っているが経団連は雇用は約束できないと言っている。法人税を減税した穴埋めに消費税の増税だろ、どうなっているんだ。」との声もありました。
宣伝とハローワーク前アンケートを取り組む　　　　　　　～大阪労連
宣伝行動は、大阪統一行動以外に４か所の地域での宣伝をおこないました。
冷え込むなか天王寺東口で一時間行いました。自治労連・医労連・ＪＭＩＵ・自交総連から
それぞれの職場の実態が紹介され、「働いても生活できないワ―キングプアをなくそう。」「働きやすい職場を作ろう。」「簡単に首切りが出来ない働くルーを作ろう。」と訴えた。　　　　　　

その後、ハローワーク前に移動し、アンケートに取り組みました。机を用意していると、「アンケートか。」と協力してくれる方もいました。「ハローワークにきても仕事がない。」「募集には年齢制限無しとなっているが、実際は年齢で切られる。」と言っておられました。
法律・労働・生活相談等に２３名が　　　　　　～佐賀県労連
　雇用問題、生活相談などに取り組む佐賀県版派遣村「第５回あおぞら無料相談」を12月19日（日）に佐賀市役所南公園で開催しました。　

23名の方が相談を希望して来場されました。
内容は、借金問題などの法律相談が９件、生活保護などの相談が６件、解雇・就労問題などの相談が４件、医療・健康相談２件、年金相談１件、業者相談が１件となりました。
各テントでは、労働組合や弁護士、医師・歯科医師が相談に対応し、佐賀市役所からも保護課職員を交代で相談ボランティアとして参加して頂きました。
 　会場には秀島敏行佐賀市長や保健福祉部長、副部長、佐賀県の健康福祉本部から地域福祉課長、佐賀市の社会福祉協議会ボランティアの方などが激励に訪れ、カンパの協力もしてくれました。

※東京の宣伝日は、経労委報告日である１月２０日（木）マリオン前で１８時から１９時で行います。

※第５回ディーセントワークデーの宣伝グッズは、春闘関連のチラシを活用してください。　　　　　
2011年1月12日


全労連


（全国労働組合総連合）


Tel  03-5842-5611


Fax  03-5842-5620





雇用と社会保障による福祉国家－①雇用の安定 ②良質な雇用の実現 ③セーフティネットの整備 ④社会保障の拡充





No.５





東京：上野丸井前





第５回ディーセントワークデーは1月21日　テーマ　　「大企業の社会的責任を追及し、大幅賃上げ・雇用確保を」





毎月第3金曜日は、ディーセントワークデー





憲法をいかし、なくそう貧困と格差、変えよう職場と地域、つくろう平和な世界





各地の取り組み









